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大きな夢に向かって

──大崎上島町成人式

（平成 ）年度決算報告

もてなしの心を尽くして

人権の視点

ハイスクールリポート

所得税等の申告相談（お知らせ）

島のニュース

ヘルシー愛ランド（健康）

お知らせのページ

今月生まれのわんぱくちゃん

月 日、日本で最後のマキハダ船正
しょう

寶
ほう

丸
まる

が明石港から三重県鳥羽市の海の博物館に
向けて出港しました。船主の西卓男さん（
歳、明石）が、たくさんの人に見てもらえる
ならと寄贈したものです。 年に進水したと
き同業者のなかで一番若かったという西さん
は、 歳で両親と船に。中学では野球少年、広
陵高校から誘いがあったけどな、 代続けて
この商売。親孝行したんよ （笑）。
マキハダぶね 木造船材料マキハダや船くぎ
等を近海の港を巡り商う船。かつてマキハダ
の一大産地明石の港には、マキハダ船がひし
めいていました。

年福岡県生まれ。 誌編集者、作詞家、ルポライター
などを経て、 年 さらばモスクワ愚連隊 で小説現代新人賞、 年 蒼ざ
めた馬を見よ で直木賞、 年 青春の門 で吉川英治文学賞を受賞。近著
に 大河の一滴 不安の力 百寺巡礼 など。第 回菊池寛賞受賞。英文
版 はアメリカで 年のブック・オブ・ザ・イヤー（スピリチュ
アル部門）に選ばれた。

月

日
、
大
崎
上
島
文
化
セ

ン
タ
ー
で
、

（
平
成

）

年
度
大
崎
上
島
町
成
人
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
昭
和

年

月

日

昭
和

年

月

日
生
ま
れ
の

現
在
大
崎
上
島
町
に
在
住
し
て
い

る
人
と
旧

町
の
小
中
学
校
の
卒

業
生
を
対
象
と
し
て

人
に

案
内
し
、

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
参
列
し
た
小
中
学
校

の
恩
師
と
も
再
会
し
祝
福
を
受
け

ま
し
た
。

主
催
代
表
と
し
て
堀
井
義
範
教

育
委
員
長
は
、

こ
と
を
成
す
と

き
に
伴
う
困
難
を
恐
れ
ず
耐
え
て
、

大
き
な
夢
に
向
か
っ
て
く
だ
さ

い

と
述
べ
、

青
年
は
荒
野
を

め
ざ
す

の

・

節
を
引
い
て

新
た
な
門
出
に
贈
る
言
葉
と
し
ま

し
た
。

藤
原
正
孝
大
崎
上
島
町
長
、
土

井
田
聖
次
町
議
会
議
長
の
祝
辞
の

の
ち
、
成
人
者
代
表
と
し
て
森
下

圭
子
さ
ん
が
成
人
の
誓
い
を
読
み

上
げ
ま
し
た
。

記
念
行
事
と
し
て
、
オ
レ
ン
ジ

コ
ー
ラ
ス
が

涙
そ
う
そ
う
、

オ
ペ
ラ
ジ
ャ
ン
ニ
・
ス
キ
ッ
キ

よ
り
私
の
い
と
し
い
お
父
さ
ま
、

冬
の
ソ
ナ
タ
よ
り
忘
れ
な
い
で
、

想
い
出
が
い
っ
ぱ
い

を

曲

続
け
て
合
唱
し
、
今
年
一
段
と
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
を
遂
げ
た
上
島
ソ
ー

ラ
ン
が

曲
の
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
を

披
露
し
て
、
新
成
人
を
祝
福
し
ま

し
た
。

大
き
な
夢
に
向
か
っ
て

大
崎
上
島
町

人
の
成
人
を
祝
う

加藤和彦が作曲し、ザ・フォーククルセイダーズが
歌って若者の共感を呼んだ。同名の小説も。



こ
の
町
で
、
と
も
に
暮
ら
す

た
か
く
ん
の
成
人
式

た
か
く
ん
こ
と
、
玉
田
孝
明
さ

ん
（
大
串
）

歳
。
県
立
広
島
養

護
学
校
を
卒
業
後
大
崎
ふ
れ
あ
い

農
園
に
通
っ
て
い
ま
す
。

歳
の

と
き
に
保
育
所
へ
、
以
来
幼
稚
園

か
ら
中
学
校
ま
で
同
級
生
と
同
じ

教
室
で
過
ご
し
ま
し
た
。

み
ん

な
と
一
緒
に
と
い
う
思
い
を
親
の

願
い
と
し
て
告
げ
て
き
ま
し
た
が
、

進
む
先
々
で
学
校
、
同
級
生
、
保

護
者
が
本
当
に
温
か
か
っ
た

と

母
の
幸
美
さ
ん
。
思
い
を
表
現
す

る
こ
と
が
難
し
い
孝
明
さ
ん
を
、

見
守
っ
て
い
れ
ば
大
丈
夫
、
今
は

手
助
け
が
必
要
、
と
い
う
機
微
が

同
級
生
に
は
自
然
と
察
知
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
障
害
を
特

別
視
し
な
い
で
こ
の
子
の
特
性
と

し
て
理
解
し
て
く
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
思
え
ば
、
障
害
児
の
親
に

な
る
と
い
う
こ
と
が
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
わ
か
ら
な
い
う
ち
か
ら
、

地
域
の
人
や
先
輩
の
支
え
が
あ
り
、

子
ど
も
の
成
長
に
つ
れ
て
友
達
や

保
護
者
が
加
わ
り
、
輪
が
広
が
っ

て
、
周
り
の
皆
さ
ん
に
育
て
て
も

ら
っ
た
な
あ
と
感
慨
深
く
思
っ
て

い
ま
す

こ
の
町
で
、
と
も
に
暮
ら
す



寄附金　　 　　70千円�
繰入金　 　80,130千円�
繰越金　　　　　0千円�

県支出金　　670,094千円�

地方譲与税　 　52,454千円�
町税　1,933,578千円�

利子割交付金　　　8,175千円�

町債　1,631,552千円�

諸収入　1,000,761千円�

地方消費税交付金　 　89,479千円�

地方交付税　2,590,328千円�

自動車取得税交付金　 　29,019千円�

分担金及び負担金 　 　96,766千円�
使用料及び手数料　 　65,588千円�
国庫支出金　　681,463千円�

財産収入 　　16,682千円�

地方特例交付金　 　26,639千円�

交通安全対策特別交付金　　　　948千円�

議会費 ���150,247千円�

総務費　2,173,036千円�

民生費　1,121,311千円�

衛生費　　760,044千円�

農林水産業費　　813,155千円�
商工費　　103,374千円�

消防費　　271,807千円�

労働費　　 18,000千円�

土木費　1,039,617千円�

教育費　　619,000千円�
災害復旧費 　　　　50千円�

公債費　1,371,562千円�
諸支出金 　　20,638千円�

歳入決算額は、 億 万 千円となっています。
このうち、主なものは、地方交付税 億 万
千円、町税 億 万 千円、町債 億 万 千
円、諸収入 億 万 千円（旧 町の平成 年度から
の繰越金相当額 億 万 千円を含む）などです。
また、平成 年度旧 町決算額の単純合計額との比
較では、 町共同事業に係る 町間の負担金、繰入金、
町債、寄附金等の減を要因に前年度対比 ％の大幅
な減となっています。
歳出決算額は、 億 万 千円となっています。
このうち主なものは、地域交流基盤整備モデル事業

（光ファイバ網整備等） 億 万 千円、各種基
金積立金 億 万 千円、医療関係特別会計繰出金
億 万円、社会福祉協議会費 万 千円、保

育所措置費 万 千円、保健事業費 万 千円、
塵芥・し尿処理費 億 万 千円、簡易水道事業特

（平成 ）年度 決算報告
（平成 ）年度の大崎上島町決算状況が、 月の定例議会で認定されました。 大崎上島町 として初めて

となる決算です。私たちの暮らしに最も関わりの深い一般会計について、主にお知らせします。

一般会計 歳出 千円 一般会計 歳入 千円

別会計繰出金 億 万 千円、下水道関係特別会計
繰出金 億 万 千円、農林道新設改良費 億

万 千円、地籍調査事業費 万 千円、漁業
集落環境整備事業（道路改良等） 万 千円、道
路新設改良費 億 万 千円、急傾斜地崩壊対策
事業 万 千円、港湾建設費県負担金 万 千
円、常備消防運営費負担金 億 万 千円、小学
校費 万 千円、中学校費 万 千円、幼稚園
費 万 千円、大崎上島文化センター費 万
千円、公債費 億 万 千円（地方債繰上償還元
金 億 万 千円含む）などです。
また、平成 年度旧 町決算額の単純合計額との比

較では、 町共同事業（光ファイバ網整備事業、合併
協議会等関連経費）、その他普通建設事業・単独分等
の減を要因に前年度対比 ％の大幅な減となってい
ます。



特別会計 決算額 （単位 千円）

大崎上島消防署に、火災や災害時に救助用の車両が配備されました。海や池、山間部
での救助活動に活躍が期待されます。森藤英隆消防課長に聞きました。

会 計 名 歳入決算額 歳出決算額
国民健康保険事業
介護保険事業
老人保健事業
簡易水道事業
公共下水道事業
農業集落排水事業
漁業集落排水事業
港湾管理
漁港管理
住宅新築資金等貸付事業
開発事業
交通事業
干拓地管理

特別会計 合計

会 計 名 歳入決算額 歳出決算額

基金現在高 （単位 千円）

基金名 年度末現在高
財政調整基金
減債基金
ふるさとづくり基金
長島大橋維持管理基金
地域福祉基金
地域振興基金
ふるさと・水と土の保全基金
共同墓地基金
土地開発基金
国光奨学金基金
大串干拓地整備基金

基金 合計

基金名 年度末現在高

地方債目的別現在高 （単位 千円）

地方債区分 平成 年度末
現在高

．一般会計債 計

一般公共事業債

一般単独事業債

公営住宅建設事業債

義務教育施設整備事業債

辺地対策事業債

過疎対策事業債

地域改善対策事業債

災害復旧事業債

財源対策債

臨時財政特例債

公共事業等臨時特例債

減税補てん債

臨時税収補てん債

臨時財政対策債

調整債

県振興対策事業債

特定資金公共投資事業債

．特別会計債 計

住宅新築資金等貸付事業債

簡易水道事業債

下水道事業債（公共下水道事業）

下水道事業債（農業集落排水事業）

下水道事業債（漁業集落排水事業）

地方債現在高 合計

地方債区分 平成 年度末
現在高

国光奨学金基金には貸付金額を、土地開発基金には土地とし
ての保有額を含んでいません。

大崎上島では、昨年 件の火災が発生しました。もう少し気をつ
けていれば……というケースが多くあります。火を使うときは慎重に、
消えるまで責任を持つことをこころがけましょう。
消防署では、防火の取り組みとして学校、事業所、地域などでの

避難訓練や消火訓練、高齢者世帯への防火指導、小学生の消防車写
生大会などを行っています。

大崎上島では、昨年 件の火災が発生しました。もう少し気をつ
けていれば……というケースが多くあります。火を使うときは慎重に、
消えるまで責任を持つことをこころがけましょう。
消防署では、防火の取り組みとして学校、事業所、地域などでの

避難訓練や消火訓練、高齢者世帯への防火指導、小学生の消防車写
生大会などを行っています。

長さは 、幅 、高さ 、車両重量
、エンジンは のディーゼル。新た

に装備したものは、エンジンカッター、バスケット
ストレッチャー、 連ハシゴと照明用発電機です。
エンジンカッターは、閉じ込められた人を救出する

ために、或
いは救出の
障害となる

シャッターや車、鉄筋、鋼材、パイプ等を切断する
器具です。また、バスケットストレッチャーは 分
割できるため持ち運びがしやすく、マンホール内や、
山間部等の進入が難しい場所でも使用することがで
き、フロートを取り付けて海上などで溺れた人を救
出することもできます。このほか、 キロ先まで
照らすことのできる投光器を 基取り付けており、
夜間での救助活動がしやすくなりました。



せ
と
う
ち
お
さ
ん
ぽ
ク
ル
ー
ズ

は
、
宮
島
港
か
ら
福
山
市
鞆
港
ま

で
、

隻
の
船
が
双
方
向
に
島
々

の
港
を
つ
な
い
で
乗
客
を
希
望
の

港
に
降
ろ
し
な
が
ら
航
海
を
し
て

い
く
ツ
ア
ー
で
す
。
沖
浦
は
そ
の

中
間
点
で
、
同
時
に

隻
の
船
が

寄
港
し
ま
す
。
地
元
沖
浦
で
も
、

お
も
て
な
し
に
協
力
し
よ
う
と
初

年
度
は

グ
ル
ー
プ
、
年
々
増
え

て
今
年
は

つ
の
店
が
出
ま
し
た
。

皆
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
味
を
生
か
し
な

が
ら
地
元
の
特
色
が
出
る
よ
う
に

努
め
ま
し
た
。
例
え
ば
、
鯛
め
し
、

エ
ビ
・
イ
カ
天
、
大
学
イ
モ
、
し

ば
餅
、
み
か
ん
な
ど
。

初
め
の
こ
ろ
は
観

光
の
お
客
さ
ん
対
象

で
し
た
が
、
次
第
に

地
元
の
人
が
集
ま
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ

は
毎
週
違
う
も
の
を

出
そ
う
と
決
め
て
、

今
日
が
終
わ
れ
ば
早

速
次
の
メ
ニ
ュ
ー
を

考
え
る
、
の
繰
り
返

し
で
一
週
間
の
早
い

こ
と
早
い
こ
と
。
安

く
て
お
い
し
い
と
喜

ば
れ
る
も
の
を
と
考

え
る
の
は
、
苦
し
い

け
れ
ど
楽
し
み
で
も

あ
り
ま
し
た
。
旅
行
者
だ
け
で
な

く
、
地
元
の
多
く
の
皆
さ
ん
が
楽

し
み
に
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、
大

変
心
強
く
や
り
が
い
の
あ
る
こ
と

で
し
た
。

船
か
ら
の
お
客
さ
ん
だ
け
で
な

く
普
段
は
あ
ま
り
話
す
こ
と
の
な

か
っ
た
他
の
地
域
の
人
た
ち
と
も
、

こ
れ
を
機
会
に
親
し
く
な
れ
た
の

は
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。
せ
っ

か
く
の
機
会
を
町
の
皆
さ
ん
に
も

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
、
も
っ
と

多
く
の
人
の
参
加
が
あ
れ
ば
よ

か
っ
た
な
あ
と
、
残
念
な
思
い
が

し
て
い
ま
す
。

お
さ
ん
ぽ
ク
ル
ー
ズ
へ
の
参
加

を
重
ね
て
き
て
、
こ
こ
で
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
で
き
た
ら
よ
い
の

に
な
あ
と
い
う
夢
が
膨
ら
ん
で
い

ま
す
。
得
意
の
料
理
や
自
慢
の
野

菜
、
手
芸
品
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
な

ど
を
持
ち
寄
っ
て
、
人
々
の
交
流

と
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
生
か
す

場
と
な
れ
ば
い
い
な
あ
と
思
う
の

で
す
。

沖
浦
漁
港
観
光
物
産
館
を
人
の

集
う
心
地
よ
い
空
間
に
し
た
い
と

い
う
地
元
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

区
民
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て

始
ま
っ
た
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
、

今
で
は
東
野
や
大
崎
な
ど
か
ら
も

広
く
作
品
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
身
近
な
人
の
意
外
な
才
能

を
発
見
し
た
と
い
う
声
も
。

沖
浦
連
合
区
長
会
が
始
め
た
善

意
の
本
棚
は
、
ご
自
由
に
お
読
み

く
だ
さ
い
、
持
ち
帰
っ
て
も
よ
い

で
す
、
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想

で
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
各
家
庭

で
不
要
に
な
っ
た
本
や
雑
誌
を

譲
っ
て
も
ら
い
活
用
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

物
産
館
の
周
辺
で
花
づ
く
り
を

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

訪
れ
る
人
に
気
持
ち
よ
く
、
仲
間

づ
く
り
で
も
あ
る
活
動
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

地
元
の
活
性
化
に
向
け
て
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
自
ら
が
行

動
し
て
叶
え
て
い
こ
う
と
い
う
活

動
を
、
町
で
は
側
面
か
ら
支
援
を

し
て
い
ま
す
。

商
工
観
光
課

今
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

ア
イ
デ
ィ
ア
い
ろ
い
ろ

月
か
ら

月
の
下
旬
ま
で
の
毎
週
末
、
せ
と
う
ち
お
さ
ん
ぽ
ク
ル
ー
ズ
の
一
行
が
沖
浦
港
に
寄
港
、
下
船
し

た
皆
さ
ん
に
島
の
物
産
の
紹
介
や
大
崎
上
島
な
ら
で
は
の
お
も
て
な
し
を
、
と
観
光
協
会
が

ア
イ
ラ
ン
ド

の
皆
さ
ん
の
ほ
か
地
元
漁
協
や
住
民
に
港
周
辺
で
の
出
店
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
今
年
度
で

年
目
、
毎
年
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
今
回
は
こ
れ
ま
で
で
最
多
、
ま
た
ど
の
寄
港
地
よ
り
も
多
く
の
人
が

大
崎
上
島
に
寄
り
ま
し
た
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も

島
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
よ
か
っ
た

と
の
声
が
多

く
、
あ
の
ぜ
ん
ざ
い
の
味
が
忘
れ
ら
れ
ん

あ
ん
な
に
う
ま
い
鯛
め
し
を
食
べ
た
こ
と
が
な
い

な
ど
の
声

も
聞
か
れ
ま
す
。
初
回
か
ら
仲
間
と
一
緒
に
手
作
り
食
品
の
出
店
を
し
て
い
る
村
上
千
代
子
さ
ん
（
沖
浦
）
に

聞
き
ま
し
た
。

え
え
じ
ゃ
ん
、
大
崎
上
島

住
民
自
ら
が
、

に
ぎ
わ
い
を
つ
く
り
だ
す
…
…
沖
浦



消
費
生
活
情
報

学習指導商法 高い解約料を請求されて学習指導商法 高い解約料を請求されて

【事例】
家に販売員がやってきて、家庭教師派遣を長時間勧められた。
そのうち、 家庭教師サービスを受けるにはこの教材を使ってもらう と

説明され、家庭教師派遣と中学 年間分の学習教材（ 万円）を契約した。
しかし、購入した学習教材は指導時に使われず、 自分で勉強してくれ
と言われた。勧誘の際の説明内容と違うため解約を申し出たら 万円の解約
料を請求されたが、払わないといけないか。指導は数回受けたが、教材は全
く使用していない。

長期間にわたる契約は慎重に
家庭教師派遣は、 ヶ月を超える契約で、契約金額が 万円を超える場合であれば中途解約が可能で

す。それまでに受けたサービス代金に加えて解約手数料がかかりますが、解約手数料の上限は法律によ
り定められており、家庭教師派遣では 万円が上限ですので、それ以上は支払う必要はありません。ま
た、一緒に購入した学習教材などの関連商品も中途解約が可能です。
事例のように 指導に学習教材が付いているもの 、その他には 学習教材に指導が付いているもの
があります。
契約の際は、販売員の説明をう呑みにせず、説明内容が契約書に記載されているか、契約書に中途解

約の条項があるかしっかり確認しましょう。
学習教材の購入については、使用するまでは子どもに合うものかわからないため、一度に長期間にわ

たる多額の契約は避けるほうが無難です。

消費生活相談窓口
竹原市役所 階 消費生活相談室 大崎上島町役場 総務課（本庁）

火・木曜日 奇数月の第 金曜日

月

日

、
大
崎
上
島
町
消

防
団
の
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
午
前

時
に
団
員

召
集
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
、
消
防

団
員
ほ
か
大
崎
上
島
消
防
署
、
女

性
消
防
隊
合
わ
せ
て

人
が

中
野
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
合
、

新
入
団
員
へ
の
辞
令
交
付
、
勤
続

章
等
の
表
彰
に
続
い
て
、
全
員
と

台
の
車
両
で
編
成
さ
れ
た
分
列

行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
一
斉
放

水
を
実
施
し
ま
し
た
。

小
笠
原
勝
司
団
長
は
訓
示
で

日
ご
ろ
の
訓
練
を
積
ん
で
、防
災

活
動
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

と
述
べ
、講
評
で
は
消
防
団
員
は
、

ど
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
も
迅

速
か
つ
的
確
な
行
動
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
と
述
べ
ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を

出
初
式

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を

出
初
式



年
ほ
ど
前
、
あ
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で

人
権
文
化

と
い
う
言

葉
を
使
っ
た
。
最
近
で
は
、
こ
の

言
葉
も
定
着
し
て
き
た
よ
う
に
思

え
る
。
当
時
は
、
今
ほ
ど
人
権
政

策
が
意
識
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
。
し
か
し
、
国
際
的
な
変
動

の
う
ね
り
か
ら
、
人
権
価
値
の
重

要
性
を
意
識
せ
ざ
る
を
え
な
い
状

況
で
あ
っ
た
。
最
後
の
地
域
改
善

対
策
協
議
会
が
、
委
員
を
全
て
入

れ
替
え
て
発
足
し
た
の
も
、
そ
の

頃
で
あ
る
。

そ
の

年
前
く
ら
い
だ
ろ
う
か
、

地
域
計
画
の
調
査
で
、
当
時
の
西

ド
イ
ツ
を
訪
ね
た
。
ベ
ル
リ
ン
の

北
東
に
あ
る
農
村
地
域
で
、
古
い

中
世
の
環
濠
集
落
が
残
っ
て
い
る

村
で
あ
る
。
そ
こ
の
村
長
は
、
上

背
も
あ
り
、
迫
力
の
あ
る
人
物
で
、

食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
の
牛
肉
の
塊

の
ス
テ
ー
キ
を
、
元
馬
小
屋
を
改

良
し
た
と
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、

ご
馳
走
し
て
く
れ
た
。
案
内
人
は
、

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ブ
ロ
ン
ソ
ン
そ
っ

く
り
だ
っ
た
。
そ
う
告
げ
る
と
、

彼
は
、
そ
ん
な
人
物
は
知
ら
な
い
、

と
い
う
。
聞
い
て
み
る
と
、
彼
と

家
族
は
、
テ
レ
ビ
も
映
画
も
見
な

い
、
休
日
は
乗
馬
や
釣
り
・
キ
ャ

人
権
制
度
と
人
権
文
化

ン
プ
を
楽
し
み
テ
レ
ビ
に
は
全
く

関
心
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
近
代
産
業
を
駆
使
し
た

大
量
生
産
・
大
量
消
費
を
し
な
が

ら
、
一
方
で
は
、
実
に
丁
寧
な
ゴ

ミ
の
回
収
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
展
開

す
る
。
住
宅
地
で
は
、
生
垣
以
外

の
堀
は
禁
止
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
厳
格
・
実
直
な
ド
イ

ツ
人
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
る

の
だ
が
、
都
市
部
で
の
駅
前
な
ど

で
は
、
ト
ル
エ
ン
の
入
っ
た
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
も
っ
た
男
女
高
校
生

が
、
す
ば
ら
し
い
銅
像
に
も
た
れ

掛
か
っ
て
無
気
力
に
座
り
込
み
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
石
畳
の
広
場

で
は
、
夜
と
も
な
る
と
、
日
本
製

の
バ
イ
ク
に
ま
た
が
り
何
台
か
で

暴
走
し
て
い
る
、
そ
ん
な
ド
イ
ツ

も
見
た
。

と
こ
ろ
で
、
食
事
後
、
そ
の
案

内
人
と
村
長
が
、
村
は
ず
れ
の
大

き
な
川
縁
に
案
内
し
て
く
れ
た
。

頭
を
さ
げ
ろ

と
言
う
の
で
、

土
手
の
斜
面
に
腹
ば
い
に
な
っ
て

対
岸
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
鉄
条

網
が
あ
り
、
銃
を
持
っ
た
兵
隊
の

い
る
監
視
所
が
見
え
た
。
東
ド
イ

ツ
で
あ
る
。
分
割
さ
れ
て
い
る
こ

と
の
悲
劇
。
そ
れ
を
超
え
よ
う
と

し
て
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
多

数
の
人
々
が
射
殺
さ
れ
た
こ
と
も

思
い
出
さ
れ
、
一
瞬
、
鈍
く
光
る

有
刺
鉄
線
の
刺
が
自
分
の
ま
ぶ
た

の
裏
で
ひ
ら
め
い
た
よ
う
に
感
じ

た
。
元
馬
小
屋
レ
ス
ト
ラ
ン
に
戻

り
、
そ
こ
で
村
長
が
言
う
の
で
あ

る
。

先
ほ
ど
、
東
西
ド
イ
ツ
の

垣
根
を
見
て
も
ら
っ
た
が
、
近
々

に
そ
れ
ら
は
な
く
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
と
き
に
は
遮
断
さ
れ

た
村
外
れ
の
道
路
が
開
放
さ
れ
、

そ
の
側
の
湖
に
、
夏
と
も
な
れ
ば
、

東
ド
イ
ツ
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が

や
っ
て
く
る
。
そ
れ
で
今
、
小
さ

い
な
が
ら
も
リ
ゾ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
建
設
し
て
い
る
の
で
、
ご
案
内

す
る
。

言
葉
ど
お
り
小
さ
な
リ

ゾ
ー
ト
地
で
は
あ
っ
た
が
、
コ
ッ

テ
ー
ジ
は
深
い
縁
に
囲
ま
れ
湖
面

は
夕
日
に
輝
い
て
い
た
。

そ
し
て
二
年
も
経
た
な
い
内
に
、

あ
の
壁
が
崩
壊
し
た
。
そ
れ
は
、

新
た
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
必
要
と

な
る
前
兆
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
に

登
場
す
る
の
が
古
く
て
新
し
い

人
権

で
あ
る
。
国
際
人
権
法

の
権
威
で
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
の

理
事
長
で
あ
る
宮
崎
重
樹
氏
が
、

最
後
の
地
域
改
善
対
策
協
議
会
の

会
長
に
着
任
さ
れ
た
の
は
、
こ
う

し
た
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

年
以
上
前
の
状
況
で
は
、
基

本
的
人
権
を
保
障
す
る
制
度
を
整

備
す
る
こ
と
が
主
要
に
語
ら
れ
て

き
た
。
当
然
そ
れ
も
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
人
権
問
題
の
解
消
を
考

え
た
場
合
、
制
度
を
よ
り
高
度
に

運
用
す
る
と
い
う
側
面
や
、
そ
の

運
用
の
高
度
化
を
支
え
る
、
制
度

で
は
対
応
で
き
な
い
、
倫
理
的
側

面
な
ど
が
あ
る
と
考
え
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
そ
れ
を

人

権
文
化

に
含
ま
れ
る
。
人
権
制

度
と
人
権
文
化
は
人
権
実
現
の
た

め
の
両
輪
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
東

西
ド
イ
ツ
の
壁
の
崩
壊
は
、
そ
う

し
た
人
権
文
化
が
登
場
し
て
く
る

一
つ
の
象
微
で
あ
っ
た
と
思
え
て

な
ら
な
い
。

菱
山
謙
二

筑
波
大
学
大
学
院
教

授
（

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン

タ
ー

ア
イ
ユ

資
料
よ
り
）

青
少
年
育
成
大
崎
上
島
町
民
会

議
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
道
な

青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
指
導

に
携
わ
り
青
少
年
の
健
全
な
育
成

に
貢
献
し
た
と
し
て
称
え
次
の
皆

さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

川
本
良
英
さ
ん
…

年
か

ら
少
年
野
球
チ
ー
ム
南
ジ
ュ
ニ

ア
を
指
導

常
本
清
和
さ
ん
…

年
か

ら
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
を
指
導

新
開
金
幸
さ
ん
…

年
か

ら
大
崎
水
泳
・
陸
上
ク
ラ
ブ
を

指
導
。

ま
た
、昨
年

月
開
催
の
、元
全

日
本
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
監
督
の

寺
廻
太
さ
ん
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

実
技
指
導
に
は
、町
内

つ
の
ジ
ュ

ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、東
野

中
、大
崎
中
の
バ
レ
ー
部
が
参
加
し

熱
心
に
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

【お詫び】

人権カレンダーの満干
潮時刻表に誤りがあり大変ご
迷惑をおかけしました。新し
い時刻表（ 年分）を町広報
月号と同時に配布します。

なお、不足の場合は本庁・各
支所でお受け取りください。

【お詫び】

人権カレンダーの満干
潮時刻表に誤りがあり大変ご
迷惑をおかけしました。新し
い時刻表（ 年分）を町広報
月号と同時に配布します。

なお、不足の場合は本庁・各
支所でお受け取りください。
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HIGH SCHOOL REPORT

広島商船高専は、 月 日 に外国人留学生を対
象にして、学校では学習できない日本の歴史・文化
など幅広く見学及び体験することにより、学習成果
のさらなる充実を図り、日本留学の成果向上等に資
することを目的として、日本三名園の一つである 後
楽園 や 倉敷美観地区 などの日帰り見学旅行を
行った。
心配していた雨や雪は

降らず、ゆっくりと歩き
ながら見学でき、参加し
た 名の留学生は、皆熱
心にボランティアガイド
の話を聞いていた。中で
も、倉敷の大原美術館で
は日本の有名な画家の作
品や伝統工芸に興味を惹
かれたようであった。

月 日 、本校主催の第 回大崎上島小中高新春
書初め大会が行われました。島内の小中学生、本校
生徒合計 人の参加がありました。開会にあたり、
中山正幸学校長が 昨年の世相を文字で表すと 災
であったが、 災い転じて福となす ような元気な
字を書いてほしい と挨拶。その後、それぞれ学年
ごとに与えられた題字を熱心に書きました。
月 日 には、優秀作品の表彰式と展示が大崎

上島文化センターで行われました。
大崎海星高等学校長賞

西中史織さん（大崎中 年）
大崎海星高等学校同窓会長賞

川口未来さん（木江中 年）
大崎上島町長賞 檜山優希さん（中野小 年）
大崎上島町議会議長賞

檜山日和さん（中野小 年）
大崎上島町教育長賞

辰田美幸さん（大崎海星高校 年）
大崎上島町三商工会ブロック協議会長賞

恵良未来さん（東野小 年）
審査委員長賞 小池勝一朗さん（中野小 年）
中国新聞社賞 神本 萌さん（木江小 年）
中国放送賞 瀬尾郁美さん（中野小 年）

外国人留学生見学旅行 晴れやかに新春書初め大会

死
ぬ
た
め
の
食
事
生
き
る
た
め

の
食
事

笠
岡
さ
つ
き

ア
ン
ナ
と
ロ
ッ
テ

テ
ッ
サ
・
デ
・
ロ
ー

美
女
の
不
幸

遥

洋
子

初
恋

吉
野
万
里
子

無
意
識
の
底
で

内
田

敦
士

梨
元
勝
の
恐
縮
戦
記

梨
元

勝

わ
た
し
の
お
や
つ
時
間

栗
原
は
る
み

正
義
の
証
明
上
下

森
村

誠
一

ひ
ま
わ
り
会

絵
本
よ
み
か
た
り

時

分

大
き
な
大
き
な
紙
芝
居

わ
ら
わ
な
い
お
ひ
め
さ
ま

他

当
日
は
、
す
み
れ
祭
り
で
す
。

開館時間

月 日 月 日の休館日休館日

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土

情情
報報
ププ
ララ
ザザ
・・
エエ
ルル

は
、
特
別

整
理
期
間
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

流通情報工学科岐
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美
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研究室 年生 人が、買い物
ゲームを通じて中野小 年生に環境学習の講義を
行った。児童たちは ばら売りの野菜を買う 買
い物袋を持っていく などごみを減らす方法を考え
た。問題に気づき自ら行動するきっかけづくりがね
らい。リー
ダーの寄能
尚洋くんは
環 境 を

テーマに寺
子屋学習を
目 指 し た
い と感想
を述べた。

環境学習、出前講座



非農地証明
と は

非農地証明とは、農地法第 条第 項の 農地とは、
耕作の目的に供される土地をいう。 と定義された農地以
外の土地で、何らかの理由で登記簿上の地目が農地で、
現況が農地でない土地について、一定の基準を充たし農
業委員 名以上で現地確認し農業委員会で承認されれば
非農地証明を発行することができます。

対 象 内 容

農地法が施行された日（昭和 年 月 日）よりも前
から非農地であった土地。
自然災害による被災地で農地への復旧が困難な土地。
昭和 年 月 日以降農地であった土地で、耕作不適・
耕作不便などやむを得ない事情によって、長期間（約
年）耕作放棄されたため自然改廃した土地で、農地へ
の復旧が困難な土地。

提 出 書 類

申請書 通（農業委員会にあります）
登記事項証明書 通（発行日から ヶ月以内のもの）
案内図 通（申請地の表示 住宅地図で可）
公 図 通（申請地の表示）
写 真 通（現地の確認できるもの）

罰 則

農地法の許可を受けずに無断で転用した者には、現状
回復を命ずることが出来、これに従わない場合は 年以
下の懲役または 万円以下の罰金に科せられる場合もあ
ります。

注 意 事 項
一部農地で残っている所や耕すことによって農地に復

元可能であれば、非農地として認められません。

非農地証明
と は

対 象 内 容

提 出 書 類

罰 則

注 意 事 項

非農地証明 とは、登記簿上は農地であるけれども現況が農地ではない土地について、その土地の所有者な
どの申請に対し、農業委員会が行う 農地法の適用を受けていない土地である 旨の現況証明です。

非農地証明された農地例

要望書の全体構成
． 要望書 作成の基本的な考え方
．農業振興に関する農業委員会の活動経過について
．果樹委員会での中間取りまとめについて
．果樹の施設に関する提案
．大崎上島町施設栽培の現状
．施設栽培に対する提案
．大崎上島町水稲栽培の現状
．水稲栽培に対する提案
．法人化推進および農家への直接支援に対する提案

川 会長（左）から藤原町長に要望書を手渡しました

農業委員会が要望書を提出

非農地証明とは

所所所所所所所所所所所 得得得得得得得得得得得 税税税税税税税税税税税
町町町町町町町町町町町 県県県県県県県県県県県 民民民民民民民民民民民 税税税税税税税税税税税 ののののののののののの申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談にににににににににににつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいててててててててててて
国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険税税税税税税税税税税税 （（（（（（（（（（（おおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知らららららららららららせせせせせせせせせせせ）））））））））））

平成 年 月 日、農業委員会は大崎上島町の農業
振興に関する要望書を町長に提出しました。
農業委員会では、定例委員会として、毎月、大崎上

島の農業の再生と振興を図るために会議を開催し、必
要に応じて、広島県（東広島地域事務所）・ ・町か
ら助言や資料提供を受けながら協議を重ねてきました。
さらに、地域で抱えている問題を具体的に検討するた

めには、作物別にその実態・課題・対策を講じる必要
があるとして、平成 年 月から果樹委員会・施設水
稲委員会の小委員会を設立し（各委員会 人ずつ）そ
の中で協議を行なってきました。
このたびの要望書は、この間の協議内容を集約した
もので、主な内容は次のとおりです。大崎上島町農業
委員会が、町に要望書を提出するのは初めてのことです。

冬
の
ひ
ま
わ
り
見
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け
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港
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近
く
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本年も所得税・町県民税・国民健康保険税の申告時期になりました。
申告は 月 日から 月 日までです。今年は下記の日程により申告
相談を実施します。また、国民健康保険に加入されている方は、収入
の有無にかかわらず必ず申告してください。

月 日 曜日 受付時間 相談対応職員 場 所 申告対象者（区域）

月 日 火 時 時 税務署職員 東野文化センター大ホール 営業、その他事業を行っている方

月 日 水 時 時 税務署職員 東野文化センター大ホール 営業、その他事業を行っている方

月 日 木 時 時 役場職員 西野公民館 瀬井・原田

月 日 金 時 時 役場職員 西野公民館 瀬井・原田

月 日 月 時 時 役場職員 大串支所会議室 瀬井・大串

月 日 火 時 時 役場職員 沖浦漁業センター 沖浦

月 日 水 時 時 役場職員 明石会館 明石

月 日 曜日 受付時間 相談対応職員 場 所 申告対象者（区域）

月 日 火 時 時 税務署職員 東野文化センター大ホール 営業、その他事業を行っている方

月 日 水 時 時 税務署職員 東野文化センター大ホール 営業、その他事業を行っている方

申告に必要なもの
印鑑
源泉徴収票（給料、報酬、年金、恩給がある人）
生命保険、損害保険、社会保険料等の支払証明書
生命保険等満期支払通知書、個人年金等支払通知書
国民年金保険料の領収書等支払額がわかるもの
身体障害者手帳等
通帳等（還付申告の場合は振込先のわかるもの）

申告書が税務署から届いた方は、その郵送された申告書をご持参ください。

所所所所所所所所所所所 得得得得得得得得得得得 税税税税税税税税税税税所 得 税
町町町町町町町町町町町 県県県県県県県県県県県 民民民民民民民民民民民 税税税税税税税税税税税 ののののののののののの申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談にににににににににににつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいててててててててててて町 県 民 税 の申告相談について
国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険税税税税税税税税税税税 （（（（（（（（（（（おおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知らららららららららららせせせせせせせせせせせ）））））））））））国民健康保険税 （お知らせ）

申 告 相 談 日 程

月 日 曜日 受付時間 相談対応職員
場所及び申告対象者（区域）

東野保健福祉センター 大崎支所 階会議室 木江支所内

月 日 木 時 時 役場職員 外表・鮴崎 山尻・長島・東原下 岩白・宇五

月 日 金 時 時 役場職員 垂水 原下 港区・栄通

月 日 月 時 時 役場職員 古江 本郷 郷

月 日 火 時 時 役場職員 盛谷 片浜 天満

月 日 水 時 時 役場職員 白水・小原・上組 大西 野賀

月 日 木 時 時 役場職員 下組・矢弓・大田 向山 全地区対象

月 日 金 時 時 役場職員 脇之浦・生野島・契島 向山 全地区対象

月 日 月 時 時 役場職員 全地区対象 全地区対象 全地区対象

月 日 火 時 時 役場職員 全地区対象 全地区対象 全地区対象

月 日 曜日 受付時間 相談対応職員
場所及び申告対象者（区域）

東野保健福祉センター 大崎支所 階会議室 木江支所内

配偶者特別控除のうち、配偶者特別控除に上乗せして適用されていた部分が廃止されました。
平成 年分から適用されます。詳しくは、最寄りの税務署又は税務相談室におたずねください。
広島国税局ホームページ

配偶者特別控
除が改正され
ました

配偶者特別控
除が改正され
ました
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第 回大崎上島町産業フェスティバル すみれ祭り

テーマ さんさんと輝く 未来へ
発信しよう 島のあじ

日 時 月 日 ・ 日
場 所 中野小学校体育館・グラウンド、大崎武道館
主 催 大崎上島町産業祭実行委員会
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何年かぶりに神峰山の参拝へ。なん
と雪の展望台にこんな先客が……。風
光もよし 写真とお便り 大町佐和子
さん（広島市南区）

さ
く
ら
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て

鮴崎区民が、地域の憩いの場をつく
ろうと金比羅神社の境内周辺にサクラ
の苗木を 本植えました。花が咲き始
めるのを楽しみにしています。

女
性
消
防
隊

東野公民館の女性教室が トールペ
イントセミナー を開催。 人が参加
して、木製のティッシュボックスにす
てきな花柄模様を描きました。

木江、沖浦、明石、大崎、大崎上島
町女性消防隊の全支部から 人が出初
式に参加。消防団に続いて団旗を掲げ
行進しました。

今年で 回目。親子連弾、オカリナ
やギターと共演、 台のピアノで 手
連弾も登場。子どもから大人まで、弾
く人も聴く人も皆が楽しみました。

月の広島商船文化セミナーは お
もしろロボット 科学マジック 全国
高専ロボットコンテストに出場したロ
ボットの動きの細かく機敏なこと

ロ
ボ
ッ
ト
の
動
き
に
び
っ
く
り



キング牧師の誕生日

《 》

《日本語》

アメリカでは、 月の第 月曜日に重要な休日を祝い

ます。この休日はマーチン・ルーサー・キング・ジュ

ニア誕生日と呼ばれます。それはアメリカでの黒人の

住民のための人権運動主導者であったキング牧師の功

績に敬意を表すために作られました。彼の取り組みの

以前には、南部の黒人の人々は差別され、とてもひど

く扱われていました。彼らはまた学校、レストラン、

水飲み場やトイレさえ別々の所を使うことを強いられ

ていました。その場所の条件はしばしばとても狭く、

不潔でした。それは非常に野蛮なことでした。

今日、アメリカで物事はとても違っています。今は

皆が等しく扱われています。キング牧師はアメリカを

より住みやすい場所にする手助けをしました。この理

由のために、 ありがとうございます という思いを

こめて、私たちは毎年彼に敬意を示しています。

ジェフリー

パソコンは友達

西野小学校の児童・園児たちが、毎日通学路のゴミ
を拾いながら登校しています。初めは、学校に着いて
から燃えるごみ、燃えないごみの仕分けをしていまし
たが、最近では別の袋に仕分けして来るようになりま
した。児童自身の発案でいつのまにか始まりました。
昨年 月の生活目標が 校舎内をきれいにする だっ
たのですが、そのあたりから始まったように思います。
私たち教職員もびっくりするとともに、子どもたちの
道徳性の育ちを感じてうれしく思っています と田中
澄子校長。

気づいたことを、気づいたときに

児
童
た
ち
の
ご
み
拾
い
活
動



保健衛生課（木江支所内） ・

最近、高齢者福祉施設での感染性胃腸炎の集団発生
がマスコミで取り上げられました。
感染性胃腸炎は例年、冬にノロウイルスによる流行

が見られ、近年増加傾向です。
ノロウイルスの潜伏期間は 日であり、乳児か

ら成人まで幅広く感染しますが、一般に症状は軽く、
治療を必要とせずに軽快することが多いのですが、ま
れに重症化することもあります。主な症状は、嘔吐、
下痢ですが、腹痛、頭痛、発熱などを伴うこともあり
ます。ウイルスは、症状が消失した後も 日間ほ
ど患者さんの便中に排出され、食品や飲料水を介して
感染するので学校、高齢者施設などの集団生活の場で
は、 次感染による集団発生に注意が必要です。
原因として、貝や鮮魚、野菜、果実などの非加熱食

県立安芸津病院 （ ）

内科 大上 泰典 先生 ノロウイルス（嘔吐下痢症）

品が多いと考えられています。
予防としては一般的な食中毒の予防方法と、患者さ
んとの濃厚な接触を避けることが大切と思われます。
その他に
帰宅時、トイレ後、調理や食事の前には、石鹸で手
を洗いましょう。
患者さんの吐物や、便で汚れたものは、素手ではな
く手袋などを使って、処理をしましょう。
下痢、嘔吐などの症状がある時には調理に従事しな
いようにし、まな板や包丁などの調理器具もよく洗い、
熱湯などで消毒しましょう。

月に発生件数が多くなる傾向がありますので、
まだまだ、お気を付け下さい。

精神保健福祉相談のご案内

心の病について、本人に限ら
ず家族や関係者からの相談に応
じます。相談の秘密は厳守します。

精 神 科 医 に よ る
精 神 保 健 福 祉 相 談 日

（毎月第 金曜日）

と き 月 日
ところ 東広島地域保健所
要予約（前日の午前中までに）

精神保健福祉相談員による
相 談

電話で、面接で、随時受け付
けています。ひきこもり相談も
受け付けます。

相談・予約・問い合わせ先
東広島地域保健所保健課

内線

精神保健福祉相談のご案内

精 神 科 医 に よ る
精 神 保 健 福 祉 相 談 日

（毎月第 金曜日）

精神保健福祉相談員による
相 談

この度、結核予防法の改正があり、ツベルクリン・ の予防接
種方式が変わることとなりました。改正点は、平成 年 月 日から、
対象が 歳未満 から、 ヶ月以内 となった点、 ツ反がな

くなり、 直接 接種 となった点です。これは、 接種が
より効果的なものになるようにするためです。
そのため、来年度対象から外れて、大崎上島町内での予防接種の

機会がなくならないよう、 月 月にかけて、集団で予防接種を
実施することになっています。対象は、平成 年 月 日生まれ
平成 年 月 日生まれの未接種の子です。予防接種の対象者には、
すでに個別にご案内していますが、不明な点があれば、お問い合わ
せください。
保健衛生課（木江支所内）

予防接種の対象者が 生後 ヵ月以内 となりました

町の健康増進計画づくりに向けて

この会は、 成人期の健康づくり について話し合おうと昨年 月にチ
ラシで住民の皆さんに
参加を呼びかけたもの
です。初回を昨年 月
日 に開催、概ね月
回のペースで今年 月
まで話し合いを重ね、
この成果は大崎上島町
健康増進計画に反映し
ます。

町の健康増進計画づくりに向けて

この会は、 成人期の健康づくり について話し合おうと昨年 月にチ
ラシで住民の皆さんに
参加を呼びかけたもの
です。初回を昨年 月
日 に開催、概ね月
回のペースで今年 月
まで話し合いを重ね、
この成果は大崎上島町
健康増進計画に反映し
ます。



Healthy Island

柑橘類（みかん科植物）の中で、一番実が小さいのがキンカンです。
常緑の葉の中で、実は晩秋からだいだい色に色づいてきて、旬は冬から
早春です。皮がやわらかく、果肉が少ないので、種とへた以外の全体を
食べるのが特徴です。甘く煮るのが一般的ですが、マーマレード、寒天
寄せなどにも使われます。洗ってそのまま食べてもおいしいです。果物
としては珍しくカルシウムが多く、 （キンカン大 個くらい）で
比べるとイワシ以上の量をとれます。ビタミン は青菜並み、食物繊
維はブロッコリー以上あり、ビタミン も含むと、あなどれません。
また、みかん類と同様、皮の色素や香り成分にも抗酸化作用などの健

康効果が期待できます。
今回はそのキンカンと甘みが増しておいしい冬ダイコンを組み合わせ

てみました。ほんのり甘くさわやかな香りが楽しめるあっさりサラダは
いかがでしょうか。

歯科講演会から
平成 年 月 日 、大崎上島開発総合センターで歯科講演会を行いました。広島大学病院口腔健康発育歯科（小

児歯科）岡田貢先生の、 むし歯のない健康なお口に育てよう 子どものお口百歳まで と題したお話の内容を
紹介します。
まず、う蝕（むし歯）に関する基礎知識として、下の図（主にう蝕になる つの要素）は、よく見た方も多い

と思いますが、う蝕とは、う蝕原因菌（ミュータンス連鎖球菌）が出す酸によって、歯質（エナメル質や象牙質）
が溶かされて発生する病気です。
では、むし歯菌（ミュータンス菌）は、どこからやってくるのでしょう。
それは、むし歯菌の伝播に関する研究から、次の事がわかっています。
ミュータンス菌の伝播は、 歳半頃から急激に上昇する。
伝播の由来は、父親と母親からが大部分を占める。
ミュータンス菌とソブリヌス菌を両方持っている方がう蝕になり易い。

そこで、次のような時期に、家族ぐるみのう蝕予防によって、
初期感染を抑え、遅らせることが大切です。
歯が生え始める離乳食の時期 下の奥歯が生える 歳半頃 歯の脱灰（溶ける）につながり易い断乳の時期
また、予防として歯質の強化につながり、予防効果の高いフッ化物の応用として、フッ素洗口、フッ素塗布が

あります。
町では、フッ素塗布は、乳幼児（生後 ヶ月児から就学前）・ひかり園・大崎幼稚園・木江幼稚園（年少）で、

またフッ素洗口は、ルンビニ幼稚園・木江幼稚園、木江小学校で実施しています。
講演会では、子育て中のおやつや乳酸菌飲料の与え方やキシリトール等についてもお話を聞くことができま

した。
町の保健事業について、お気づきの事等ありましたら、ご連絡ください。

歯質� 砂糖�

細菌�

う蝕�

キンカンと大根のサラダ
材料と分量 （ 人分）材料と分量 作り方作り方

エネルギー
カルシウム
ビタミン
塩分

小粒でもパワーいっぱい
キンカンは洗ってへたを取り、
厚さの輪切りにし、種を除く。

ダイコンは くらいの長さ
のたんざく切りにする。
の材料を混ぜ合わせ、 、 を
和える。

キンカン 個
ダイコン
酢 大さじ
塩 小さじ
砂糖 小さじ
こしょう 少々
パセリ（みじん切り）

小さじ
オリーブ油 大さじ

お問い合わせは、保健衛生課 保健師（木江支所内）
（直通）

う蝕（むし歯）になる つの要素う蝕（むし歯）になる つの要素



日
本
に
住
ん
で
い
る

歳
以
上

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
、
国
民
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

す
で
に
、就
職
し
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人（
国

民
年
金
の
第

号
被
保
険
者
）
は
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学

生
な
ど
は

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
と
、
万
が
一
、
事
故
や
病
気
で

障
害
が
残
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
本
庁
及
び
支
所
の
住
民
係
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

特
別
障
害
給
付
金
制
度
、

月
か
ら

特国
民
年
金
制
度
の
発
展
過
程
で
生
じ
た
特
別
の
理
由
に
よ
り
、
障
害
基

礎
年
金
等
を
受
給
し
て
い
な
い
障
害
者
を
対
象
と
し
た
福
祉
的
措
置
と
し

て
、
特
別
障
害
給
付
金
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
者

平
成

年

月
以
前
の
国
民
年
金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
学

生
及
び
昭
和

年

月
以
前
の
国
民
年
金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
被
用

者
（
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
等
の
加
入
者
）
の
配
偶
者
で
あ
っ
て
、
国
民

年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
内
に
初
診
が
あ
り
、
現
在
障
害

基
礎
年
金

・

級
相
当
の
障
害
に
該
当
す
る
人

支
給
額

級

月
額

万
円
、

級

月
額

万
円

所
得
に
よ
り
支
給
制
限
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
老
齢
年
金
等
を
受

給
さ
れ
て
い
る
場
合
は
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

請
求
手
続
き
の
窓
口

本
庁
及
び
支
所
住
民
係
。
受
付
は

月

日
か
ら
。

障
害
認
定
等
の
審
査
、
支
給
事
務
は
社
会
保
険
事
務
局
（
社
会
保
険
庁
）

で
行
い
ま
す
。

注
意
点

給
付
金
は
、
請
求
の
あ
っ
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
し
ま
す
。

月
中
に
請
求
す
れ
ば

月
分
か
ら
支
給
。
請
求
が
遅
れ
る
と
、
遡
っ
て

支
給
は
で
き
ま
せ
ん
。
対
象
と
な
る
人
は
、
必
要
な
添
付
書
類
が
す
べ
て

揃
わ
な
い
場
合
も

月
中
に
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
認

定
か
ら
支
給
決
定
ま
で
数
ヶ
月
を
要
し
ま
す
の
で
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

三
原
社
会
保
険
事
務
所

大
崎
上
島
町
役
場

電
話
（

）

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

新
成

高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学
に
進
学
（
在
学
中
を

含
む
）
を
希
望
し
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
人
に
対
し
て
、

町
が
奨
学
金
貸
付
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

貸
付
金
額
は
、
高
校

月
額

、

円
、
大
学

月
額

、

円
。
貸
付
期
間
は
正
規
の
修
学
期
間
。
償
還
方
法
は
半
年
賦
均
等

償
還
。
無
利
子
。

申
し
込
み
用
紙
の
配
布
は
、
本
庁
住
民
課
・
木
江
支
所
地
域
振
興
課
・

教
育
委
員
会
（
大
崎
上
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）。

申
し
込
み
は
教
育
委
員
会
。
受
付
期
間
は
、

月

日

月

日
。

教
育
委
員
会

雇
用
促
進
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

雇雇
用
促
進
住
宅
は
全
国
で
約

箇
所
、
勤
労
者
の
た
め
の
公

的
住
宅
で
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
の
紹
介
等
で
住
宅

を
移
転
し
て
就
職
す
る
人
や
、
再
就
職
な
ど
で
住
居
の
移
転
が
必
要
な
人

の
利
用
が
原
則
で
す
が
、
そ
の
他
住
宅
を
確
保
す
る
こ
と
で
職
業
の
安
定

が
図
れ
る
人
が
利
用
で
き
ま
す
。
中
小
企
業
等
の
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
は

社
宅

と
し
て
活
用
さ
れ
、
ま
た

タ
ー
ン
や

タ
ー
ン
に
よ
る
定
住

希
望
者
も
利
用
で
き
ま
す
。

入
居
者
の
資
格

申
請
者
と
同
居
す
る
親
族
の
年
収
の
合
計
の

分
の

の
額
が
、
入
居

を
希
望
す
る
住
宅
の
家
賃
及
び
共
益
費
の

倍
以
上
で
あ
る
こ
と
。

確
実
な
連
帯
保
証
人
が
あ
る
こ
と
。

単
身
ま
た
は
同
居
者
を
伴
う
人
。
申
し
込
み
は
随
時
。

大
崎
上
島
の
住
宅
の
概
要

住
宅
名

垂
水

間
取
り

賃
貸
料

家
賃

円
（
就
職
に
伴
い
住
居
を
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
）
家
賃

円

共
益
費

円
、
敷
金

家
賃
の

ヶ
月
分

三
原
集
中
管
理
事
務
所

、

雇
用
振

興
協
会
広
島
支
所

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
も
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

大
崎
上
島
の
住
宅
の
概
要

平
成

年
度
奨
学
金
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

平

住
民
が
主
役

交
流
会

新
し
い

大
崎
上
島
を

つ
く
る
た
め
に

昨
年
の
交
流
会

島
の
ま
ち

づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
向
け

て
の
提
案

に
続
き
、
住
民
と

行
政
の
連
携
の
あ
り
方
を
考
え
、

今
後
の
方
向
性
を
模
索
し
ま
す
。

日
時

月

日

時

場
所

大
崎
上
島
文
化
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
神
峰

内
容

問
題
提
起

大
崎
上
島

町
の
問
題
点

ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
か
ら

松
島
勇
雄
（
地
域
交

流
・
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

報
告

大
崎
上
島
町
の
ま
ち
づ

く
り

徳
森
和
範
（
大
崎
上
島

町
助
役
）

報
告

か
み
じ
ま
の
風

の

活
動
に
つ
い
て
吉
田
俊
一（
特

定
非
営
利
活
動
法
人

か
み
じ

ま
の
風

理
事
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

岐み
ち

美よ
し

宗
つ
か
さ

（
流
通
情
報
工
学
科
助
教

授
）

主
催

広
島
商
船
高
等
専
門
学

校

地
域
交
流
・
共
同
研
究
セ

ン
タ
ー

共
催

大
崎
上
島
町
、

か
み

じ
ま
の
風

住
民
が
主
役



年 月 日 年 月 日
当番医は変更になることがあります。
受診の前に確認してください。

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予 防 接 種

日
木江公民館芸能発表会 木江公民館講堂

当番医 越智医院

日 日
三種混合 期初回

月
垂水区元気はつらつ講座 垂水老人集会所
大串区元気はつらつ講座 大串老人福祉センター
健康相談 明石会館

火

矢弓区元気はつらつ講座 矢弓老人集会所
上の谷区元気はつらつ講座 上の谷会館
上島コスモス 大崎上島開発総合センター
健康相談 西野公民館

水
原田区元気はつらつ講座 西野公民館
健康相談 東野保健福祉センター （受付）
マタニティースクール 東野保健福祉センター

木
成人期ワーキング組織活動 東野保健福祉センター
広島商船文化セミナー 東野文化センター

当番医 田村医院
土 つくしの会絵本読みかたり 木江支所修養室

日
第 回大崎上島駅伝大会

当番医 岡本医院

月
大田区元気はつらつ講座 大田老人集会所
大西区元気はつらつ講座 大西集会所

水
栄通り区元気はつらつ講座 木江支所
岡部区元気はつらつ講座 明石地域集会所
断酒会 東野保健福祉センター

木
下組区元気はつらつ講座 下組会館
瀬井区元気はつらつ講座 瀬井集会所
マタニティースクール 東野保健福祉センター

金
向山区元気はつらつ講座 向山集会所
健康増進計画策定委員会 役場（本庁）

土 すみれ祭り（ 日）

日
ひまわり会絵本読みかたり 情報プラザ・エル

当番医 寺元医院
月 成人期ワーキング組織活動 東野保健福祉センター

火
古江区元気はつらつ講座 古江老人集会所 臨時ツベルクリン反応検査

大崎上島開発総合センター
（受付）本浜区元気はつらつ講座 明石会館

水

白水区元気はつらつ講座 白水老人集会所
郷区元気はつらつ講座 木江支所
育児相談 大崎上島開発総合センター （受付）
健康相談 大崎上島開発総合センター

木
小原区元気はつらつ講座 小原老人集会所 臨時 接種

大崎上島開発総合センター
（受付）本郷区元気はつらつ講座 本郷集会所

金
外表区元気はつらつ講座 地域芸能文化伝承館
宇浜・港区元気はつらつ講座 木江支所

日
木江ロードレース大会

当番医 沖本クリニック

月
岩白区元気はつらつ講座 岩白会館 臨時ツベルクリン反応検査

東野保健福祉センター
（受付）固定資産税第 期・国民健康保険税第 期納期

火 乳幼児相談 大崎上島開発総合センター （受付）

水
臨時 接種
東野保健福祉センター
（受付）

金
鮴崎区元気はつらつ講座 鮴崎老人集会所
乳幼児歯科検診 フッ素塗布 東野保健福祉センター （受付）

土 交流会 新しい大崎上島をつくるために 大崎上島文化センター
日 当番医 ときや医院

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予 防 接 種

日 日
三種混合 期初回

臨時ツベルクリン反応検査
大崎上島開発総合センター
（受付）

臨時 接種
大崎上島開発総合センター
（受付）

臨時ツベルクリン反応検査
東野保健福祉センター
（受付）

臨時 接種
東野保健福祉センター
（受付）

当番医

当番医

当番医

当番医

当番医

当番医



発
行
日

（

）年

月

日

発
行
編
集

大
崎
上
島
町
企
画
課

広
島
県
豊
田
郡
大
崎
上
島
町
東
野

番
地

平平成成

人身事故
物損事故合計件数

発生件数 死 者 傷 者

大崎上島町 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

木江署管内 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

人身事故
物損事故合計件数

発生件数 死 者 傷 者

大崎上島町 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

木江署管内 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

年交通事故発生状況
死亡事故 日数 日 （平成 ）年 月末現在

【 】は （平成 ）年 月末の数字です。

広報 大崎上島 は、ホームページでご覧になれます。

集
ま
れ

わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん

月
生
ま
れ
の
わ
ん
ぱ
く

ち
ゃ
ん
に
掲
載
を
希
望
さ
れ
る

お
子
さ
ん
は
、
お
気
に
入
り
の

写
真
を
企
画
課
ま
で
。（
各
支

所
地
域
振
興
課
庶
務
係
で
も
お

預
か
り
し
ま
す
）
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
（
地

区
名
）、
保
護
者
名
、
電
話
番

号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
掲

載
要
件
は
、

月
に

歳
の
誕

生
日
を
迎
え
る
子
。
期
限
は

月

日
。
デ
ー
タ
で
い
た
だ
け

る
場
合
は
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
。

企
画
課

＠＠

編
集
後
記

今
月
の
テ
ー
マ
は
、

大
き
な

夢
に
向
か
っ
て
。五
木
寛
之
氏
は
、

小
説

青
年
は
荒
野
を
め
ざ
す

の
中
で
、
こ
こ
で
い
う
青
年
と
は

年
齢
を
問
わ
な
い
と
書
い
て
い
ま

す
。
夢
に
向
か
う
志
を
い
う
の
だ

と

産
み
た
て
の
地
鶏
の
卵
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
ご
飯

に
か
け
て
よ
し
、
オ
ム
レ
ツ
に
よ

し

麦
を
植
え
て
天
然
酵
母
の

パ
ン
作
り
を
始
め
た
い
。
遠
い
夢

だ
け
ど

と
笑
う
そ
の
人
へ
。
こ

の
島
で
な
ら
や
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
あ
な
た
と
そ
の
仲
間
な
ら
や

れ
る
か
も
し
れ
な
い

日
に
日
に

日
脚
が
伸
び
て
、
き
ょ
う
立
春
。
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ちゃん
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月
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第

回

広
島
商
船
文
化
セ
ミ
ナ
ー

月

日

詩
歌
を
楽
し
む

言
葉
遊
び
の
世
界

一
般
教
科
教
授

石
川

富
雄

第

回

広
島
商
船
文
化
セ
ミ
ナ
ー

望
もち

月
づき

玖
く

愛
れあ

ちゃん
中野・大西区

渡辺
わたなべ

レイアちゃん
木江・岩白区

赤
あか

嶺
みね

和
にこ

ちゃん
東野・垂水区

沖
おき

本
もと

音
と

愛
あ

ちゃん
中野・向山区

西
にし

栄
えい

太
た

朗
ろう

ちゃん
明石・本浜区

岡
おか

田
だ

朋
とも

大
ひろ

ちゃん
中野・大西区


